
（アウトプット指標による目標）

（アウトカム指標による目標）

事業番号 72

「日本経済再生に向けた緊急経済対策」進捗管理シート（厚生労働省）

対策の柱立て（大区分） Ⅰ．復興・防災対策

担当部局 医政局

対策の柱立て（中区分）
２．事前防災・減災のための国土強靭化の推進、災害への対応体制の強化
等

対策の柱立て（小区分①） （２）社会の重要インフラ等の防御体制の整備

担当課 指導課

対策の柱立て（小区分②） －

対策における施策の名称 医療施設の耐震化等の推進

（事業名） 災害・救急医療対策の推進等 新規/既存 □新規　　　■既存

平成24年度補正予算額 ４０７億円
一般会計/特別会計

（特会の場合には名称も記
載）

一般会計

事業の内容
（予算については、
予算の使途及び

予算を交付等する対象者
を明記）

二次救急医療機関のうち、特に耐震性の低い施設（構造耐震指標Ｉｓ値０．３未満等）の耐震化を集中的に推進するた
め、都道府県に医療施設耐震化臨時特例交付金を交付し、基金の積み増しを行うなど、災害・救急医療対策の推進を図
る。

実施方法 　■直接実施　　　□委託・請負　　　　□補助金　　　　□負担金　　　　■交付金　　　　□貸付金　　　　□その他（　　　）

アウトプット指標（進捗指標）

アウトカム指標（効果指標）

事業の進捗状況

予算の執行状況

（進捗実績、
今後のスケジュール）

執行早期化のために
講じている工夫

・補正予算成立日同日に医療施設耐震化臨時特例基金の交付要綱等の通知を発出し、都道府県における事業計画の早期取りまと
めを支援。
・都道府県からの照会に適切に対応する等、都道府県の事業計画取りまとめ作業をサポート。

事業に関するURL
（事業実施場所、補助先等）

－

・都道府県への医療施設耐震化臨時特例基金の交付決定額（都道府県からの申請後、速やかに406億円を交付）
・病院の耐震整備計画額（交付決定後、病院ごとの補助額を決定）
・都道府県における医療施設耐震化臨時特例基金の執行額（都道府県において、耐震化整備事業が終了するまでに
406億円を執行）

・病院の耐震化率

事業計画の策定 

事業計画の提出 

国 

都道府県 

医療機関 

【 進捗ステップのイメージ図 】 

医療施設耐震化臨時特例基金について、進捗状況・今後の

スケジュールは以下のとおり。 
 

（進捗状況） 

・補正予算の成立に伴い、2月26日に交付要綱等の通知を都

道府県へ発出。 

・都道府県において、病院が策定する事業計画を取りまとめ

た。 

・都道府県において、病院が策定する事業計画を取りまとめ

た上で、3月11日に厚生労働省へ提出。 

・厚生労働省において、計画の審査を行い、3月22日に各都

道府県に交付額を内示。 
 

（今後のスケジュール（予定）） 

・内示を踏まえ、順次、 

都道府県から厚生労働省に対して交付申請。 

・都道府県に対して、交付決定。 
 

６月１日時点で、予定31都道府県（82医療機関）中、３県（３

医療機関）において契約済 
 


